
本科目は、多職種の医療専門職を目指す学部学生を対象とし、将来、チーム医療や多職種

連携を実践するための知識を学ぶ講義です。筑波大学で開講しますが、連携協力協定に基づ

き、茨城県立医療大学の学生も参加することができます。一部の講義には、臨床検査技師、

診療放射線技師、理学療法士として働いている社会人も参加するので、職種や世代を越えて

ともに学ぶ機会を提供します。ぜひ、今年度に履修してください。

筑波大学医学群医療科学類 １～４年生

茨城県立医療大学保健医療学部 １～４年生

１．０

夏季休業中 9月13日(金)・１4日(土)
筑波大学4B209 （一部、オンデマンド）

出席（＞６６．７％）を前提とした、レポート提出による

夏季休業中に他の医療専門職を目指す学生と交流して単位を取得しませんか！？

１０：１０
～

１１：２５

臨床検査医学の現在と未来
會田雄一（臨床検査技師）

画像診断検査：CT
高橋将斗（診療放射線技師）

１２：１５
～

１３：３０

臨床検査の意義
會田雄一（臨床検査技師）

医用情報技術
安江憲治（診療放射線技師）

１３：４５
～

１５：００

検査機器の進歩
會田雄一（臨床検査技師）

医療安全
門間正彦（診療放射線技師）

１５：１５
～

１６：３０

微生物学（病原性・薬剤耐性）
森川一也（博士）

ロボットリハビリテーション
水上昌文（理学療法士）

１６：４５
～

１８：００

未定（ ）
小原 直（医師）

リハビリテーション管理学
松田智行（理学療法士）

レポートの評価によりＡ＋～Ｃで評価する

臨床検査学、放射線技術科学、理学療法学の概要を説明できる

血液検査学（血液疾患）
もしくは止血・血栓学の検査

☆

☆

☆

☆はオンデマンド。14日の5コマは、順番が変更される場合があります。




